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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】全体的に構造が小さく、荷重を負うことができ 
ると同時にスペースを取らず、自動化倉庫スペースや関 
連する作業で柔軟に使用できる、双方向同期ギア駆動伸 
縮アームの構造を提供する。
【解決手段】本考案の双方向同期ギア駆動伸縮アームの 
構造は、駆動モーターによって第一双方向同期ギア組２ 
を駆動し、第一スライド３を左右に伸縮させ、同時に第 
二双方向同期ギア組４を介して載せスライド５を左右に 
同期して伸縮させる。
【選択図】図３

評価書の請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全8頁）



10

20

30

40

50

JP 3247281 U 2024.6.26(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム 、 底 座 、 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 、 第 一 ス ラ イ ド 、 第 二 双  
方 向 同 期 ギ ア 組 、 載 せ ス ラ イ ド を 含 む も の で あ り 、
　 底 座 は 、 底 壁 と そ れ に 接 続 さ れ た 前 壁 と 後 壁 を 含 み 、 底 座 の 上 部 に は 第 一 歯 列 が 固 定 さ  
れ 、 底 部 に は 駆 動 モ ー タ ー が 設 置 さ れ 、 駆 動 モ ー タ ー の 回 転 軸 に は プ ラ イ マ リ ギ ア が 固 定  
さ れ 、
　 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 は 、 第 一 中 間 ギ ア と 、 そ の 左 右 側 の 第 一 左 ギ ア と 第 一 右 ギ ア と が  
噛 み 合 っ て 、 第 一 中 間 ギ ア の 下 部 は 、 駆 動 モ ー タ ー の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 主 動 歯 輪 と 噛 み  
合 っ て 、
　 第 一 ス ラ イ ド に は 、 底 部 に 第 二 歯 列 が 設 置 さ れ 、 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 の 第 一 左 ギ ア ま  
た は 第 一 右 ギ ア と 噛 み 合 い 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 側 に は 前 内 ス ロ ッ ト と 前 外 ス ロ ッ ト が 、 後  
側 に は 後 内 ス ロ ッ ト と 後 外 ス ロ ッ ト が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 外 ス ロ ッ ト と  
後 外 ス ロ ッ ト は 、 底 座 の 前 壁 と 後 壁 と 活 動 的 に 接 続 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド は 底 座 に 対 し て 左  
右 方 向 ま た は 右 左 方 向 に 往 復 す る こ と が で き 、
　 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 は 、 第 一 ス ラ イ ド に 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 二 中 間 ギ ア と そ の 左  
右 側 の 第 二 左 ギ ア と 第 二 右 ギ ア と が 噛 み 合 っ て 、 第 二 左 ギ ア ま た は 第 二 右 ギ ア の 下 部 は 、  
前 述 の 第 一 歯 列 と 噛 み 合 っ て 、
　 載 せ ス ラ イ ド は 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 内 ス ロ ッ ト と 後 内 ス ロ ッ ト と 活 動 的 に 接 続 さ れ 、 左  
右 方 向 ま た は 右 左 方 向 に 往 復 す る こ と が で き 、 載 せ ス ラ イ ド の 底 部 に は 第 三 歯 列 が 設 置 さ  
れ 、 こ の 第 三 歯 列 は 前 述 の 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 の 第 二 左 ギ ア ま た は 第 二 右 ギ ア と 噛 み 合  
い を 有 す る 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 底 座 の 前 壁 と 後 壁 に は 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 前 補 助 ス ラ イ ダ ー が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、  
こ れ に よ り 第 一 ス ラ イ ド の 前 外 ス ロ ッ ト と 後 外 ス ロ ッ ト は 、 第 一 前 補 助 ス ラ イ ダ ー を 介 し  
て 底 座 に 対 し て よ り 滑 ら か に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と が で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 双 方 向 同 期  
ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 載 せ ス ラ イ ド の 前 後 側 に は 、 少 な く と も 一 つ の 第 二 前 補 助 ス ラ イ ダ ー が そ れ ぞ れ 設 置 さ  
れ 、 載 せ ス ラ イ ド の 前 後 側 は 、 第 二 前 補 助 ス ラ イ ダ ー を 介 し 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 後 内 ス ロ  
ッ ト に 沿 っ て 滑 ら か に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動  
伸 縮 ア ー ム の 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 立 体 倉 庫 領 域 で 物 資 に ア ク セ ス す る た め の 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム に  
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 化 倉 庫 で 物 資 を ア ク セ ス す る た め の 一 般 的 な 伸 縮 ア ー ム は 、 チ ェ ー ン 駆 動 構 造 を 介  
し て 駆 動 さ れ る 場 合 、 そ の 構 造 は 非 常 に 複 雑 で あ り 、 大 き く ス ペ ー ス を 占 有 し 、 取 り 付 け  
と メ ン テ ナ ン ス が 不 便 で あ り 、 ま た 高 い 騒 音 を 発 生 し や す い 、 さ ら に 、 チ ェ ー ン 駆 動 構 造  
は 油 ガ ス を 発 生 し や す く 、 ク リ ー ン ル ー ム の 要 件 に 適 合 し な い こ と が あ り 、 そ の た め 、 そ  
の 使 用 範 囲 も 制 限 さ れ 、 し た が っ て 、 上 記 の 多 く の 欠 点 は 改 善 の 余 地 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ３ ０ ８ １ ０ ３ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】



10

20

30

40

50

JP 3247281 U 2024.6.26(3)

【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム で あ り 、 立 体 倉 庫 領 域 で 物 資 に ア ク セ ス す る  
た め の 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム に 自 動 化 倉 庫 で 物 資 に ア ク セ ス す る た め の 従 来 の 伸  
縮 ア ー ム は 、 チ ェ ー ン 駆 動 構 造 を 通 じ て 駆 動 さ れ る 場 合 、 構 造 が 複 雑 で 大 き く 、 ス ペ ー ス  
を 取 り 、 取 り 付 け や メ ン テ ナ ン ス が 不 便 で 、 高 い 騒 音 が 発 生 し や す い 。
　 ま た 、 駆 動 モ ー タ ー に よ っ て 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 を 駆 動 し 、 第 一 ス ラ イ ド を 左 右 に 伸  
縮 さ せ 、 同 時 に 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 を 介 し て 承 載 ス ラ イ ド を 左 右 に 同 期 し て 伸 縮 さ せ る  
。
　 こ の 本 考 案 は 全 体 的 に 構 造 が 小 さ く 、 荷 重 を 負 う こ と が で き る と 同 時 に ス ペ ー ス を 取 ら  
な い た め 、 自 動 化 倉 庫 ス ペ ー ス や 関 連 す る 作 業 で 柔 軟 に 使 用 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 構 造 は 、 全 体 的 に 構 造 が 小 さ く 、 荷 重 を 負 う こ と が で き る と 同 時 に ス ペ ー ス を 取  
ら な い た め 、 自 動 化 倉 庫 ス ペ ー ス や 関 連 す る 作 業 で 柔 軟 に 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 、 無  
塵 室 の 要 件 に も 適 合 す る 。
　 本 考 案 の 目 的 は 、 ス ペ ー ス を 取 ら ず に 自 動 化 倉 庫 作 業 や ス ペ ー ス の 柔 軟 な 適 用 を 実 現 す  
る た め の 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 目 的 は 、 無 塵 室 の 要 件 を 満 た す こ と が で き 、 適 用 範 囲 を 広 げ る こ と で  
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム 、 底 座 、 第 一 双 方 向 同 期 ギ  
ア 組 、 第 一 ス ラ イ ド 、 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 、 載 せ ス ラ イ ド を 含 む も の で あ り 、 底 座 は 、  
底 壁 と そ れ に 接 続 さ れ た 前 壁 と 後 壁 を 含 み 、 底 座 の 上 部 に は 第 一 歯 列 が 固 定 さ れ 、 底 部 に  
は 駆 動 モ ー タ ー が 設 置 さ れ 、 駆 動 モ ー タ ー の 回 転 軸 に は プ ラ イ マ リ ギ ア が 固 定 さ れ 、 第 一  
双 方 向 同 期 ギ ア 組 は 、 第 一 中 間 ギ ア と 、 そ の 左 右 側 の 第 一 左 ギ ア と 第 一 右 ギ ア と が 噛 み 合  
っ て 、 第 一 中 間 ギ ア の 下 部 は 、 駆 動 モ ー タ ー の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 主 動 歯 輪 と 噛 み 合 っ て  
、 第 一 ス ラ イ ド に は 、 底 部 に 第 二 歯 列 が 設 置 さ れ 、 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 の 第 一 左 ギ ア ま  
た は 第 一 右 ギ ア と 噛 み 合 い 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 側 に は 前 内 ス ロ ッ ト と 前 外 ス ロ ッ ト が 、 後  
側 に は 後 内 ス ロ ッ ト と 後 外 ス ロ ッ ト が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 外 ス ロ ッ ト と  
後 外 ス ロ ッ ト は 、 底 座 の 前 壁 と 後 壁 と 活 動 的 に 接 続 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド は 底 座 に 対 し て 左  
右 方 向 ま た は 右 左 方 向 に 往 復 す る こ と が で き 、 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 は 、 第 一 ス ラ イ ド に  
取 り 付 け ら れ て お り 、 第 二 中 間 ギ ア と そ の 左 右 側 の 第 二 左 ギ ア と 第 二 右 ギ ア と が 噛 み 合 っ  
て 、 第 二 左 ギ ア ま た は 第 二 右 ギ ア の 下 部 は 、 前 述 の 第 一 歯 列 と 噛 み 合 っ て 、 載 せ ス ラ イ ド  
は 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 内 ス ロ ッ ト と 後 内 ス ロ ッ ト と 活 動 的 に 接 続 さ れ 、 左 右 方 向 ま た は 右  
左 方 向 に 往 復 す る こ と が で き 、 載 せ ス ラ イ ド の 底 部 に は 第 三 歯 列 が 設 置 さ れ 、 こ の 第 三 歯  
列 は 前 述 の 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 の 第 二 左 ギ ア ま た は 第 二 右 ギ ア と 噛 み 合 い を 有 す る 双 方  
向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム の 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 底 座 の 前 壁 と 後 壁 に は 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 前 補 助 ス ラ イ ダ ー が そ れ ぞ れ 設 置  
さ れ 、 こ れ に よ り 第 一 ス ラ イ ド の 前 外 ス ロ ッ ト と 後 外 ス ロ ッ ト は 、 第 一 前 補 助 ス ラ イ ダ ー  
を 介 し て 底 座 に 対 し て よ り 滑 ら か に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 載 せ ス ラ イ ド  
の 前 後 側 に は 、 少 な く と も 一 つ の 第 二 前 補 助 ス ラ イ ダ ー が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ 、 さ ら に 、 載  
せ ス ラ イ ド の 前 後 側 は 、 第 二 前 補 助 ス ラ イ ダ ー を 介 し 、 第 一 ス ラ イ ド の 前 後 内 ス ロ ッ ト に  
沿 っ て 滑 ら か に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と で き る 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム の 構 造 で あ る  
。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 な の で 、 本 考 案 は 次 の よ う な 向 上 効 果 を 持 つ 。
　 第 一 ス ラ イ ド ３ は 底 座 １ に 格 納 さ れ 、 載 せ ス ラ イ ド ５ も 第 一 ス ラ イ ド ３ 内 に 格 納 さ れ る  
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た め 、 全 体 的 な 構 造 は 小 さ く 、 騒 音 が 低 減 さ れ 、 重 量 を 支 え る こ と が で き る だ け で な く 、  
ス ペ ー ス を 取 ら ず 、 自 動 倉 庫 空 間 や 関 連 作 業 の 柔 軟 な 利 用 が 可 能 で あ る 。
　 無 塵 室 の 要 件 に 適 合 し 、 適 用 範 囲 を 拡 大 す る こ と が で き 、 鎖 を 使 用 し た 伸 縮 ア ー ム 構 造  
は 油 脂 が 生 じ る た め 無 塵 室 に は 適 用 で き な い が 、 製 造 時 に 、 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 の 第 二  
左 ギ ア と 第 二 右 ギ ア の 間 隔 を 変 更 す る と 、 異 な る ス ト ロ ー ク 要 件 を 製 造 す る こ と が で き 、  
異 な る 自 動 倉 庫 作 業 の 要 件 に 適 用 す る の に 役 立 つ 。
　 ま た 、 本 考 案 の 実 施 例 で は 、 前 述 の 欠 点 を 勘 案 し 、 数 々 の テ ス ト と 改 善 を 経 て 、 最 終 的  
に 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 例 の 立 体 組 み 立 て 図 、
【 図 ２ 】 本 考 案 の 実 施 例 で あ る 第 一 ス ラ イ ド と 載 せ ス ラ イ ド が 右 に 同 期 し て 伸 び た 立 体 図  
、
【 図 ３ 】 本 考 案 の 実 施 例 で あ る 第 一 ス ラ イ ド と 載 せ ス ラ イ ド が 右 に 同 期 し て 伸 び た 後 の 立  
体 図 、
【 図 ４ 】 本 考 案 の 図 ３ の も う 一 つ の 角 度 か ら 見 た 底 面 立 体 図 、
【 図 ５ 】 本 考 案 の 図 ３ の 一 部 を 断 面 で 示 し た 図 、
【 図 ６ 】 本 考 案 の 図 ３ の も う 一 つ の 角 度 か ら 見 た 部 分 断 面 図 、
【 図 ７ 】 本 考 案 の 実 施 例 で あ る 第 一 ス ラ イ ド と 載 せ ス ラ イ ド が 左 に 同 期 し て 伸 び た 立 体 図  
、
【 図 ８ 】 本 考 案 の 実 施 例 で あ る 第 一 ス ラ イ ド と 載 せ ス ラ イ ド が 左 に 同 期 し て 伸 び た 後 の 立  
体 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に よ り 達 成 さ れ た 目 的 と 効 果 の た め に 、 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 伸 縮 ア ー ム  
の 好 適 な 実 施 例 を 図 に 沿 っ て 説 明 す る 。
　 図 １ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の 本 考 案 は 、 立 体 倉 庫 領 域 で 物 資 へ の ア ク セ ス に 使 用 さ  
れ る 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 の 伸 縮 ア ー ム に 関 連 し 、 こ れ に は 以 下 が 含 ま れ る 。
　 ベ ー ス １ は 、 ベ ー ス 壁 １ １ と 、 そ の ベ ー ス 壁 １ １ に 接 続 さ れ た 前 壁 １ ２ と 後 壁 １ ３ の 両  
側 を 持 ち 、 ベ ー ス １ の 上 部 に は 第 一 歯 列 １ ４ （ 図 １ お よ び 図 ３ を 参 照 ） が 固 定 さ れ 、 ベ ー  
ス １ の 底 部 に は 駆 動 モ ー タ ー １ ５ （ 図 ４ か ら 図 ５ を 参 照 ） が 設 置 さ れ 、 駆 動 モ ー タ ー １ ５  
は モ ー タ ー ま た は 同 等 の 構 成 要 素 で あ る 可 能 性 が あ り 、 そ の 回 転 軸 に は プ ラ イ マ リ ギ ア １  
６ （ 図 ４ か ら 図 ５ を 参 照 ） が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ２ に は 、 第 一 中 間 ギ ア ２ １ （ 図 ３ か ら 図 ５ を 参 照 ） お よ び そ の 第  
一 中 間 ギ ア ２ １ の 左 右 に 噛 み 合 う 第 一 左 ギ ア ２ ２ と 第 一 右 ギ ア ２ ３ （ 図 ４ か ら 図 ５ を 参 照  
） が 含 ま れ 、 第 一 中 間 ギ ア ２ １ は 、 下 部 で 駆 動 モ ー タ ー １ ５ の 回 転 軸 に 固 定 さ れ た プ ラ イ  
マ リ ギ ア １ ６ と 噛 み 合 う も の で あ る 。
　 第 一 ス ラ イ ド ３ は 、 そ の 底 部 に 第 二 歯 列 ３ １ を 設 け （ 図 １ 、 図 ３ 、 図 ５ 参 照 ） 、 該 第 二  
歯 列 ３ １ は 第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ２ の 第 一 左 ギ ア ２ ２ ま た は 第 一 右 ギ ア ２ ３ と 噛 み 合 う こ  
と が で き 、 第 一 ス ラ イ ド ３ の 前 側 に は そ れ ぞ れ 前 内 ス ロ ッ ト ３ ２ と 前 外 ス ロ ッ ト ３ ３ が 設  
け ら れ 、 第 一 ス ラ イ ド ３ の 後 側 に は そ れ ぞ れ 後 内 ス ロ ッ ト ３ ４ と 後 外 ス ロ ッ ト ３ ５ が 設 け  
ら れ 、 第 一 ス ラ イ ド ３ の 前 外 ス ロ ッ ト ３ ３ お よ び 後 外 ス ロ ッ ト ３ ５ を 通 じ て 、 前 述 の ベ ー  
ス １ の 前 壁 １ ２ お よ び 後 壁 １ ３ と 活 動 的 に 接 続 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド ３ は ベ ー ス １ の 上 方 で  
左 右 方 向 ま た は 右 左 方 向 に 往 復 し 、 伸 縮 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ４ （ 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ６ を 参 照 ） は 、 第 一 ス ラ イ ド ３ に 取 り 付 け ら  
れ 、 第 二 中 間 ギ ア ４ １ と 、 そ の 第 二 中 間 ギ ア ４ １ の 左 右 に 噛 み 合 う 第 二 左 ギ ア ４ ２ お よ び  
第 二 右 ギ ア ４ ３ を 含 み 、 第 二 左 ギ ア ４ ２ ま た は 第 二 右 ギ ア ４ ３ の 下 部 （ 図 ６ 参 照 ） は 、 前  
述 の 第 一 歯 列 １ ４ と 噛 み 合 う も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 載 せ ス ラ イ ド ５ は 、 第 一 ス ラ イ ド ３ の 前 内 ス ロ ッ ト ３ ２ と 後 内 ス ロ ッ ト ３ ４ と 活 動 的 に  
接 続 さ れ 、 第 一 ス ラ イ ド ３ の 上 方 で 左 右 方 向 ま た は 右 左 方 向 に 往 復 し 、 伸 縮 で き 、 載 せ ス  
ラ イ ド ５ の 上 部 は ア ク セ ス 対 象 の 物 資 を 受 け 入 れ る た め に 使 用 さ れ （ 図 示 さ れ て い ま せ ん  
） 、 載 せ ス ラ イ ド ５ の 底 部 に は 第 三 歯 列 ５ １ が 設 け ら れ 、 該 第 三 歯 列 ５ １ は 前 述 の 第 二 双  
方 向 同 期 ギ ア 組 ４ の 第 二 左 ギ ア ４ ２ 上 部 ま た は 第 二 右 ギ ア ４ ３ 上 部 と 噛 み 合 う も の で あ る  
（ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 駆 動 モ ー タ ー １ ５ が 正 逆 方 向 に 回 転 す る と 、 プ ラ イ マ リ ギ ア １ ６ を 介 し て 第  
一 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ２ の 第 一 中 間 ギ ア ２ １ が 駆 動 さ れ 、 第 一 中 間 ギ ア ２ １ か ら 第 一 左 ギ ア  
２ ２ お よ び 第 一 右 ギ ア ２ ３ が 駆 動 さ れ 、 さ ら に 第 一 左 ギ ア ２ ２ ま た は 第 一 右 ギ ア ２ ３ か ら  
第 二 歯 列 ３ １ が 駆 動 さ れ （ 図 ５ を 参 照 ） る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 第 二 歯 列 ３ １ と 第 一 ス ラ イ ド ３ は ベ ー ス １ に 対 し て 左 右 方 向 （ 図 １ か ら 図  
３ 参 照 ） ま た は 右 左 方 向 （ 図 １ お よ び 図 ７ か ら 図 ８ 参 照 ） に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と が で き  
る 。 同 時 に 、 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ４ の 第 二 左 ギ ア ４ ２ ま た は 第 二 右 ギ ア ４ ３ も 第 三 歯 列  
５ １ と 載 せ ス ラ イ ド ５ を 同 期 し て 左 右 方 向 （ 図 １ か ら 図 ３ 参 照 ） ま た は 右 左 方 向 （ 図 １ お  
よ び 図 ７ か ら 図 ８ 参 照 ） に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 こ の 双 方 向 同 期 ギ ア 駆 動 の 伸 縮 ア ー ム は 、 自 動 倉 庫 作 業 の 異 な る 作 業 ニ ー  
ズ に 対 応 し て 物 資 に ア ク セ ス す る こ と が で き 、 図 ２ は 、 第 一 ス ラ イ ド ３ と 載 せ ス ラ イ ド ５  
が 右 に 滑 り 伸 び た 立 体 的 な 概 念 図 で あ り 、 図 ３ は 、 第 一 ス ラ イ ド ３ と 載 せ ス ラ イ ド ５ が 完  
全 に 右 に 伸 び た 立 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 は 、 異 な る 作 業 ニ ー ズ に 合 わ せ て 伸 縮 し 、 移 動 す る こ と が で き 、 図 ７ は 、 第 一 ス  
ラ イ ド ３ と 載 せ ス ラ イ ド ５ が 左 に 伸 び た 立 体 図 で あ り 、 図 ８ は 、 第 一 ス ラ イ ド ３ と 載 せ ス  
ラ イ ド ５ が 完 全 に 左 に 伸 び た 立 体 図 で す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 底 座 １ の 前 壁 １ ２ お よ び 後 壁 １ ３ に は 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も 一 つ の 第 一 前 、 後  
補 助 ス ラ イ ダ ー １ ７ 、 １ ８ が 設 置 さ れ る （ 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 ） 。
　 第 一 前 、 後 補 助 ス ラ イ ダ ー １ ７ 、 １ ８ は 軸 受 ま た は 助 滑 機 能 を 持 つ 他 の 等 価 部 品 を 使 用  
す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 第 一 ス ラ イ ド ３ の 前 、 後 外 ス ロ ッ ト ３ ３ 、 ３ ５ が 底 座 １ に 対  
し て よ り 滑 ら か に 往 復 し 、 伸 縮 す る こ と が で き る 。
　 載 せ ス ラ イ ド と は 、 上 述 の 負 荷 が か か る ス ラ イ ド ５ の 前 お よ び 後 ろ の 側 面 に は 、 そ れ ぞ  
れ 少 な く と も １ つ の 第 二 の 前 お よ び 後 ろ の 補 助 ス ラ イ ダ ー ５ ２ 、 ５ ３ が 設 置 さ れ 、 （ 参 考  
図 ７ ～ 図 ８ ）   第 二 の 前 お よ び 後 ろ の 補 助 ス ラ イ ダ ー ５ ２ 、 ５ ３ は 軸 受 を 採 用 し 、 ま た 助  
走 機 能 を 備 え た 等 価 の 部 品 を 採 用 す る こ と も あ る 。   し た が っ て 、 上 述 の 負 荷 が か か る ス  
ラ イ ド ５ の 前 お よ び 後 ろ の 側 面 は 、 第 一 の ス ラ イ ド ３ の 前 お よ び 後 ろ の 内 側 ス ロ ッ ト ３ ２  
、 ３ ４ に 沿 っ て 、 第 二 の 前 お よ び 後 ろ の 補 助 ス ラ イ ダ ー ５ ２ 、 ５ ３ を 介 し て よ り 滑 ら か に  
往 復 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 の 実 施 例 は 次 の よ う な 向 上 効 果 を 持 つ 。
　 第 一 ス ラ イ ド ３ は 底 座 １ に 格 納 さ れ 、 載 せ ス ラ イ ド ５ も 第 一 ス ラ イ ド ３ 内 に 格 納 さ れ る  
た め 、 全 体 的 な 構 造 は 小 さ く 、 騒 音 が 低 減 さ れ 、 重 量 を 支 え る こ と が で き る だ け で な く 、  
ス ペ ー ス を 取 ら ず 、 自 動 倉 庫 空 間 や 関 連 作 業 の 柔 軟 な 利 用 が 可 能 で あ る 。
　 無 塵 室 の 要 件 に 適 合 し 、 適 用 範 囲 を 拡 大 す る こ と が で き 、 鎖 を 使 用 し た 伸 縮 ア ー ム 構 造  
は 油 脂 が 生 じ る た め 無 塵 室 に は 適 用 で き ま せ ん が 、 こ の 本 考 案 は 進 歩 性 が あ り 、 製 造 時 に  
、 第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組 ４ の 第 二 左 ギ ア ４ ２ と 第 二 右 ギ ア ４ ３ の 間 隔 を 変 更 す る と 、 異 な  
る ス ト ロ ー ク 要 件 を 製 造 す る こ と が で き 、 異 な る 自 動 倉 庫 作 業 の 要 件 に 適 用 す る の に 役 立  
つ 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
（ １ ）   ベ ー ス   （ １ １ ）   ベ ー ス 壁
（ １ ２ ）   前 壁   （ １ ３ ）   後 壁
（ １ ４ ）   第 一 歯 列   （ １ ５ ）   駆 動 モ ー タ ー
（ １ ６ ）   プ ラ イ マ リ ギ ア   （ １ ７ ）   第 一 前 補 助 ス ラ イ ダ ー
（ １ ８ ）   第 一 後 補 助 ス ラ イ ダ ー   （ ２ ）   第 一 双 方 向 同 期 ギ ア 組
（ ２ １ ）   第 一 中 間 ギ ア   （ ２ ２ ）   第 一 左 ギ ア
（ ２ ３ ）   第 一 右 ギ ア   （ ３ ）   第 一 ス ラ イ ド
（ ３ １ ）   第 二 歯 列   （ ３ ２ ）   前 内 ス ロ ッ ト
（ ３ ３ ）   前 外 ス ロ ッ ト   （ ３ ４ ）   後 内 ス ロ ッ ト
（ ３ ５ ）   後 外 ス ロ ッ ト   （ ４ ）   第 二 双 方 向 同 期 ギ ア 組
（ ４ １ ）   第 二 中 間 ギ ア   （ ４ ２ ）   第 二 左 ギ ア
（ ４ ３ ）   第 二 右 ギ ア   （ ５ ）   載 せ ス ラ イ ド
（ ５ １ ）   第 三 歯 列   （ ５ ２ ）   第 二 前 補 助 ス ラ イ ダ ー
（ ５ ３ ）   第 二 後 補 助 ス ラ イ ダ ー
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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